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〒465-0071  愛知県名古屋市

名東区西山台 106‐1‐2 

Tel：(052)880‐8002  

Fax：(052)880‐8001 

Mail：hagumi006@gmail.com 

 

地域小規模児童養護施設 はぐみ 

 

【発行元】社会福祉法人 昭徳会  児童養護施設名古屋若松寮   

        

  1 月 7 日  始業式 

  3 月 7 日  神丘中卒業式 

  3月 15日 あいわ幼稚園卒園式 

  3 月 18 日 西山小卒業式 

  3 月 24 日 あいわ幼稚園、西山小、 

牧の原小、神丘中修了式 

 

 

〒465-0074  愛知県名古屋市名東区山香町 321 

Tel：(052)783‐8061 Fax：(052)783‐8063 

Mail：wakamatsu006@gmail.com 

Mail：wakamatsu@syoutokukai.or.jp 

  1 月 5～6 日 スキースノボ旅行 

  3 月 16 日  卒業・卒寮を祝う会 

学校予定 第34号 

 

地域小規模児童養護施設 つむぎ 

〒465-0087  愛知県名古屋市 

名東区名東本通り 3 丁目 6 

Tel：(052)784‐8971 

Fax：(052)784-8972 

Mail：tsumugiwakamatsu@gmail.com 

 

脱皮して以て大蛇と成る 
 

新年あけましておめでとうございます。 

昨年中は皆様方へ支えられ一年を過ごすことができましたこと深く感謝申し上げます。 

さて、今年は巳年ですね。巳年に生まれた人は、蛇のように知恵深く、粘り強い性格を持つと言われてい

ます。蛇は古代から再生や永遠の象徴とされ、皮を脱ぎ捨て新たな姿に生まれ変わる姿がその象徴となっ

ています。こうした意味から、巳年は新しい挑戦や変化に対して前向きな姿勢を示す年とも解釈されてい

ます。成長するためには、過去の自分を脱ぎ捨てて新たな自分になることが大切という教えでもあります。

このようなことから蛇が皮を脱ぐように、新しい自分に生まれ変わることを意味しています。 

施設へ入所している子どもたちは、様々な境遇を乗り越え今の生活を送っています。それぞれ持ってい

る個性は違いますが、蛇のように毎年脱皮して新しい自分を見つけれるように進んで行って欲しいと思っ

ております。勉強も大事ですが、人はそれぞれまだ見えない何か持っているものが必ずありますので、それ

を見つけられるように殻を脱ぎ捨てて、一歩でも前へ進められたら、それが将来活かせるものとなること

を信じています。 

私たち児童福祉事業に携わっている者は、直近の児童福祉法改正によって多くのプランが打ち出され、

今後５年間の国及び県市の推進計画に基づいて、子どもたちの権利を保障しながらより良い児童福祉の推

進を図っていかなければなりません。これから未来ある子どもたちであるからこそ「こどもまん中」を考え

進めていく所存であります。 

書面で失礼とは存じますが、今年も皆様方の変わらぬご支援ご指導をお願いしまして、新年のあいさつ

とさせていただきます。 

寮長 平井誠敏 

 

 

「感謝」 
 

当施設へご支援をくださった方々のご紹介です。ありがとうございました！ 

               （順不同 ・敬称略・記載漏れ等ご了承下さい） 

 

 

株式会社包む様 コストコ守山店様 名古屋ダイヤモンドドルフィンズ・佐藤卓磨様 ラグザス株式会社様 

中部善意銀行様 株式会社日立製作所様 八事興正寺様 ミュージックレストラン様 さとう耳鼻科様 

株式会社洞口様 キング会館名東店様 名古屋食肉三水会協同組合様 名古屋住友クラブ様 名古屋市社

会的養育施設協議会様 一般財団法人パッションリーダーズ名古屋ブランチ様 ポップサーカス様 熱田

神宮宮庁様 株式会社フレーベル館様 佐藤誠也様 高橋寿美子様 加藤朗様 五味美穂様 田宮雅子様  

日本赤十字社様 公益財団法人資生堂子ども財団様 ジェイムス様 大谷奈穂様 種田雅梓様 株式会社

マ・メゾン様 垣添武志様 田中尚己様 ヤマモト様 松田衣美様 南部辰也様 大岩雅子様 比呂野様 

サンタ＆フレンズ名古屋様 近藤産業様 チュチュアンナ様 特定非営利法人夢シート様 株式会社アイ

ライフ様 株式会社ドミノピザ様 CBCチャリティー募金様 名糖産業株式会社様 矢代良様 Touch Me

かじかわ様 NPO 法人グットライフ様 文創様 株式会社ファーストリテイリング様 ムーンバッド株式

会社様 名古屋南ロータリークラブ様 村瀬鞄行様 株式会社ミライプロジェクト様 株式会社エコ・ポリ

ス様 日本テレビ 24 時間テレビ事務局様 日星産業様株式会社様 名古屋商工会議所様 株式会社ケイア

ンドアール様 株式会社ブライド・トゥー・ビー様 

 

 

 

http://www.taka.co.jp/tada/detail.php?id=1202&cid=11&cid2=55
https://creativecommons.org/licenses/by/3.0/


                                                             
 

食欲の秋といえば焼き芋！自分たちの畑で育て収穫したお芋や通っている学校で採れたお

芋を、自分たちで火を起こし焼きます。昨年度は薪を使って火を起こしましたが、今回は主

に炭を使ったので火が大きくなるまで時間が掛かりました。やっと点いた火を消さないよう

に、ずっと近くで見守ります。寮の子みんなが食べられるようにたくさんの焼き芋を焼きま

す。ある子は何本も焼いていると慣れてきて、「私は焼き芋大将だから！」と自信を持って

焼き芋を次々に焼いてくれました。芋を焼く子、焼いた芋を食べられるように準備してくれ

る子で役割分担しながら、みんなでおいしい焼き芋を食べました。寒い中、外で食べる焼き

芋は絶品！また来年も焼き芋大将が現れることを楽しみにしたいと思います。 

 

比呂野さんクリスマス会 

焼き芋作り

名古屋ライオンズ杯フットサル大会が稲沢フットサルスタジアムで開催されました。今回は小学

生の部と女子の部は若松寮単独チーム、中高生男子の部は那爛陀学苑さんとの合同チームで出場

しました。チームみんなで円陣を組み、気合いを入れて挑んだ試合。いいプレーには「ナイス！」、

上手くいかなかったプレーには「どんまい！」と声を掛け合いながらチームとして共に戦い、相手

に点を入れられても諦めず最後まで全力で挑んでいる姿は誇れるものでした。仲間を励まし応援

し合いながら臨んだ試合は、予選の結果は、小学生の部が３位、女子の部が１位、中高生男子の部

が３位でした。優勝した女子チームと選抜に選ばれたメンバーは職員との試合も行い、大人と戦う

という良い経験ができました。12月 22日の本戦では、女子チームは準優勝でき、小学生と中高生

男子チームは、入賞とはなりませんでしたが、皆奮闘し一生懸命頑張っていました。 

 

若松フェスティバル

名古屋市昭和区にある比呂野さんにクリスマス会へご招待していただきました。子どもたちは

毎年この日を楽しみにしており、とんかつや鰻、チキンやエビフライをお腹いっぱい食べまし

た。他にも比呂野ブラザーズの方々の演奏に合わせ子どもたちが歌ったり、ビンゴゲームをし

たりと大盛り上がりでした。最後には子どもたちから比呂野さんのスタッフの方々へ感謝の気

持ちを込め「虹」「ありがとうの花」の歌のプレゼントをしました。また今年度卒寮する高校生

がお礼のあいさつをし素敵なクリスマス会を終えることができました。帰寮するとみんなで比

呂野さんへ感謝の気持ちを込めたお手紙を書きました。みんな便箋いっぱいに感謝の気持ちや

楽しかったことなど思い思いに綴ることができました。 

10月 19日に若松フェスティバルを開催しました。昨年よりも楽しんでいただけるように、工作ブー

スにはスライム作り、食事ブースにはポップコーン、遊びブースにはフリースローと新しいブースを

設置しました。また寮長の特製焼きそばも復活し大好評でした。毎年射的はとても人気で、今年も長

蛇の列ができるほど大盛況となりました。各ブースを楽しそうに回ってくださる方ばかりで、今年も

開催できて良かったと思いました。途中から天候が悪くなり雨が降ってきてしまったので、ビンゴ大

会の開始時間や場所など急遽変更もありましたが、最後まで楽しんでいただけてとても嬉しかった

です。 

今年もたくさんの方々に参加していただきありがとうございました。日頃お世話になっている方や

地域の方々と直接触れ合える機会があることに職員も子どもも嬉しい気持ちでいっぱいです。また

来年も素晴らしいフェスティバルになるように頑張っていきますので、よろしくお願いいたします。 

 

毎年行事として登っている御在所に登山に行きました。最年少は９歳、最年長は 16歳の児童 14

名と職員４名の 18名で、山頂を目指しました。初挑戦の子どもも数名いて、「どんな山？どのぐ

らい歩くの？」とドキドキとワクワク。大人は「みんな無事に登れるかな？自分の体力も大丈夫

かな？」とドキドキ。最年少児は登山開始後すぐに表情が曇り、歩くペースもゆっくりになりま

した。途中でリタイアする子どもが出ることも予想していましたが、みんなで力を合わせ、声を

掛け合いながら荷物を持ち合い、全員で山頂まで辿り着くことができました。その後はみんなが

楽しみにしていたお昼！！山頂で食べるラーメンとおにぎりは格別に美味しく、それまでの疲

れた顔はみられずみんな笑顔。子どもたちと御在所登山という貴重な体験をすることで、達成感

に満ちた表情や日頃みられない子どもの一面をみることができた 1日でした。 

山登り 

フットサル大会


